
おかがきおかがき

日
々
の
積
み
重
ね

　
　
　
命
を
つ
な
ぐ
。

配食サービスボランティア

（詳細は２面）
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新
年
の
ご
挨
拶

2015年も、地域のみなさんと一緒に「岡垣町民でつくる福祉のまち」をめざします。

命
を
つ
な
い
だ　

　
〝
２
万
５
千
食
〟

緑綬褒章を受章

　

名
島
國
夫
さ
ん
は
、
町
内
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
障
が
い
者
宅
へ
お
弁

当
を
届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
平

成
２
年
か
ら
参
加
さ
れ
、
25
年
間
で
約

２
万
５
千
食
の
お
弁
当
を
届
け
て
い
ま

す
。
所
属
す
る
岡
垣
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
の
佐
々
木
会
長
は
、「
名

島
さ
ん
は
柔
和
で
温
厚
な
人
柄
で
、
配

食
を
通
じ
て
人
の
心
を
豊
か
に
し
て
く

れ
ま
す
」
と
評
さ
れ
ま
す
。
そ
の
永
年

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
、
秋
の
褒

章
で
緑
綬
褒
章
に
輝
き
ま
し
た
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
始

め
た
き
っ
か
け
は
？

　

私
が
退
職
し
た
後
に
、
妻
が
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
を
発
症
し
、
約
８
年
間
の

介
護
を
重
ね
、
在
宅
で
看
取
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
い
こ
い
の
里
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
妻
の
介
護
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
へ
の
恩
返
し
と
思
い
活
動

を
始
め
ま
し
た
が
、
年
が
経
つ
に
つ
れ

岡垣町社会福祉協議会
会長　小八重　勝利

て
仲
間
も
増
え
、
活
動
の
楽
し
さ
に
夢

中
に
な
り
ま
し
た
。

●
25
年
間
続
け
ら
れ
た
秘
訣
は
？

　

仲
間
と
お
そ
ろ
い
の
黄
色
の
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
着
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
お

弁
当
を
配
り
、
利
用
者
か
ら
「
あ
り
が

と
う
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え

る
こ
と
が
何
よ
り
の
支
え
で
あ
り
、
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
。

　

こ
れ
ま
で
と
何
も
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
元
気
な
う
ち
は
誰
か
の

役
に
立
て
る
よ
う
に
、
地
道
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
ま
た
新
た

な
仲
間
と
の
出
会
い
も
楽
し
み
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
旧
年
中
は
、地
域
福
祉
の
推
進

と
社
協
事
業
に
多
大
な
る
ご
理
解
・
ご 

協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
に
達
す

る
２
０
２
５
年（
平
成
37
年
）ま
で
残
り

10
年
を
迎
え
ま
し
た
。
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
最
期
ま
で
尊
厳
を
保
持
し
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
町
づ

く
り
に
は
、日
常
生
活
の
中
で
さ
り
げ
な

く
助
け
合
い
が
行
わ
れ
る
新
た
な
制
度

の
創
設
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
岡
垣
町
民

で
つ
く
る
福
祉
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、

将
来
を
見
据
え
た
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

本
年
も
、
住
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名島國夫さん（88歳 : 東松原区）
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平成26年度 歳末たすけあい運動 配分報告

目標額� 515,000円
実績額� 511,775円
配分額� 505,828円

■歳末見舞金
� �444,000円

①在宅の重度障害児・者
� …34人
②施設入所者
　・障害者支援施設
　　（希望舎）� ………52人
　・児童養護施設
　　（母の家）� ………99人
　・障害者支援施設
　　（こすもす園）� …51人
　・共同生活援助
　　（あゆみヶ丘）� …26人

■地域配分事業
� �61,828円

〇年賀はがきの配布
� …30地区/1,189枚

募金のつかいみち

「歳末たすけあい運動」は、共同募金運動の一環として、新たな年を迎え 
る時期に、支援を必要とする人たちが地域で安心して暮らすことができる
よう、みなさんの参加や理解を得て実施するものです。
全国で「みんなでささえあう　あったかい地域づくり」をスローガンに展
開され、岡垣町では次のように活用されています。

みなさんのご協力
ありがとうございました

ありがとうメッセージ

想いを込めた年賀状

歳末見舞金

地域配分事業

１世帯当たり50円を目安とした
募金と町内３つの幼稚園からの
募金により、総額511,775円
が寄せられました。

昨年末に、町内の在宅で暮らす
重度障害児・者と福祉施設入所
者へ歳末見舞金を贈りました。

岡垣町では、ひとり暮らし高齢
者等へ年賀状を送る取り組みに
活用しています。

岡
垣
第
一
幼
稚
園

岡
垣
中
央
幼
稚
園

え
び
つ
幼
稚
園

西高陽区子ども会
平成 14 年から、
子どもたちがひ
とり暮らしの高
齢者等へ年賀状
を送る取り組み
に活用されてい
ます。
西高陽区では、17 人の子ども
たちが 39 人の高齢者へ、想い
を込めて年賀状を書きました。障害者支援施設こすもす園

毎年、利用者のみなさんの笑顔が
見られるので、職員も楽しみにし

ています。ある方は母
親とお揃いのものを買
うと喜んでいました。
心からありがとうござ
います。

こすもす園職員の岩﨑さん
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岡垣町 民児協だより
２０１５年１月２５日発行

第９巻第３号

発行者 : 岡垣町民生委員児童委員協議会
責任者 : 岡垣町民生委員児童委員協議会
　 　 　 会長　藤原　一子

（内浦校区）
石田　　親
湯川・波津区

（内浦校区）
松本　英敏

原区

（内浦校区）
園田　　徹

内浦区

（内浦校区）
川原　紘子
新松原区

（海老津校区）
清水　美惠

旭中区

（海老津校区）
山村　英之

旭西区

（海老津校区）
久野　建明

旭東区

（海老津校区）
占部　順子
新海老津区

（海老津校区）
荒井　博子
野間一区

（海老津校区）
桒野　富生
野間二区

（海老津校区）
松下　惠一
野間三区

（海老津校区）
山城　和弘
野間三区

（海老津校区）
藤岡　麗子

高尾区

（海老津校区）
小蓑加代子
新海老津区

（海老津校区）
淺田　峰子
海老津区

（海老津校区）
岩本佐代子
海老津区

（海老津校区）
松本　弘江
海老津区

（海老津校区）
小西　和美

上畑区

（吉木校区）
岡田　敏則

三吉区

（吉木校区）
門司　憲一

吉木区

（吉木校区）
守田　和子

吉木区

（吉木校区）
御領園久美子

上高倉区

（吉木校区）
高濱　恭子

塚原区

（吉木校区）
成松　絹子

高塚区

（吉木校区）
倉田　隆重

高倉区

（吉木校区）
和田　敏子

吉木区

（吉木校区）
川﨑　勝子

吉木区

（吉木校区）
榎園　英生

吉木区

茅原区

（海老津校区）
有持惠美子

南山田区

（海老津校区）
吉田　京子

南山田区

（海老津校区）
平竹　裕司

（内浦校区）（吉木校区）

手野区

河原　典子
三吉団地区

山田　洋水

元松原・西黒山区

（吉木校区）
福本　千代

公園通り西区

（吉木校区）
中山　浅美

　新年あけましておめでとうございます。
　本年も民生委員・児童委員活動へのご支援ご協力よろしくお願いいたします。

� 岡垣町民生委員児童委員協議会　会長　藤原　一子
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（海老津校区）
橋内　政則
野間四区

主任児童委員

鷲尾　操子
（公園通り西区）

主任児童委員

山根百々子
（東高陽区）

主任児童委員

筒井　信秋
（高倉区）

（戸切校区）
石田　　始

戸切区

（戸切校区）
小田　明廣
戸切百合野区

（戸切校区）
宮本　千夏
戸切白谷区

（戸切校区）
小早川壽子
戸切白谷区

（戸切校区）
山口　勝美
上海老津区

（戸切校区）
松田　文子
龍王団地区

民生委員・児童委員の
マーク

（山田校区）
石田千恵美
東黒山区

（山田校区）
岩㟢喜久子
東松原区

（山田校区）
石松　和子

糠塚区

（山田校区）
貝島　　稔
東松原区

（山田校区）
岩田　政司

山田区

（山田校区）
湊　　妙子

高陽区

（山田校区）
力武　憲人
山田峠区

（山田校区）
中葉　允雄

高陽区

（山田校区）
稙田　　登
西山田区

（山田校区）
渡部　　正
百合ヶ丘区

（山田校区）
山内　静子
東山田区

（山田校区）
木村　睦子
百合ヶ丘区

（山田校区）
杉村　繁夫
緑ヶ丘区

（山田校区）
馬込智栄子

鍋田区

（山田校区）
西竹紀代子
東高陽区

（山田校区）
末松　啓子
緑ヶ丘区

（山田校区）
吉井　一男

鍋田区

（山田校区）
國濵　繁子
東高陽区

（山田校区）
太田喜久子

旭南区

（山田校区）
岩㟢　洋子
西高陽区

（山田校区）
藤原　一子
南高陽区

（山田校区）
田中登志子
松ヶ台西区

（山田校区）
重岡　礼子
松ヶ台東区

（山田校区）
倉成　佳子
西高陽区

（山田校区）
辛川　敏彦
南高陽区

■ 岡垣町役場福祉課
　 　☎093－282－1211（代表）
■ 岡垣町社会福祉協議会
　 　☎093－283－2940

問い合わせ

わたしたち、民生委員児童
委員（主任児童委員）は地
域の人々とともに安心安全
のまちづくりを目指して地
域福祉を推進します。
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◆
法
律
相
談
◆

と
　
き　

２
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

27
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
１
人
30
分
・
１
日
６
組
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※ 

予
約
制
。
相
談
月
の
前
月
か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。
お
早
目
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
心
配
ご
と
相
談
◆

と
　
き　

２
月
20
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

東
部
公
民
館

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
総
合
福
祉
相
談
窓
口
◆

と
　
き　

２
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

24
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 
（
11
・
12
月
受
付
分
ま
で
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
原
田　

英
二　

様　
（
原
）

　

故　

原
田　

吟
子　

様 

80
歳

○
土
屋　

裕
幸　

様　
（
南
山
田
）

　

故　

土
屋　

隆
信　

様 
91
歳

○
坂
元
ヨ
ツ
子　

様　
（
西
高
陽
）

　

故　

坂
元　

文
男　

様 

91
歳

○
坂
本　

豊
子　

様　
（
鍋
田
）

　

故　

坂
本　

典
雄　

様 

85
歳

○
田
中　

京
子　

様　
（
南
山
田
）

　

故　

田
中　

光
夫　

様 

82
歳

○
清
水　

由
子　

様　
（
鍋
田
）

　

故　

清
水　

祐
二　

様 

60
歳

○
田
中　

秀
男　

様　
（
内
浦
）

　

故　

田
中　

淑
子　

様 

40
歳

相
　
　
談 問い合わせ

社会福祉協議会
☎283-2940

香
典
返
し
寄
附

あなたの元気がいちばん！
○
佐
護　

祐
子　

様　
（
吉
木
）

　

故　

田
中　

正
行　

様 

94
歳

○
富
崎
千
鶴
子　

様　
（
海
老
津
）

　

故　

富
崎　

純
夫　

様 

78
歳

○
髙
崎　

芳
子　

様　
（
高
倉
）

　

故　

髙
崎　

雅
夫　

様 

81
歳

○
米
山　

里
美　

様　
（
西
高
陽
）

　

故　

米
山　

宗
大　

様 

26
歳

○
清
水　

伸
明　

様　
（
福
津
市
）

　

故　

清
水　

末
彦　

様 

79
歳

○
小
薗
加
代
子　

様　
（
新
海
老
津
）

　

故　

小
薗　

一
洋　

様 

65
歳

○
二
村　
　

善　

様　
（
糠
塚
）

　

故　

二
村　
　

貢　

様 

90
歳

○
中
村　

清
春　

様　
（
松
ヶ
台
東
）

　

故　

中
村　

清
三　

様 

90
歳

老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
坂
本　

豊
子　

様

一
般
寄
附

○
九
北
陶
芸
協
会　

様

○
遠
賀
・
中
間
地
区

　
　

農
業
祭
実
行
委
員
会　

様

　11月 26日に、在宅で介護している方が�
19 人集まり、いこいの里で「在宅介護者
のつどい」を実施しました。
　介護者の健康維持に関する講話や実技
のあとは、互いの悩みを語り合い、家族
がストレス解消法を持ち、前向きな気持
ちを持つことがよりよい介護につながる
ことを学びました。

岡垣町在宅介護者の会

「こもれびの会」会員募集

　岡垣町でも、在宅で介護している方が
増えています。介護の悩みや不安をお互
いに話して、いっしょに
ほっと一息つきませんか？
　あなたの参加をお待ち
しています。

問合せ：社会福祉協議会
左から　社会福祉協議会 小八重会長
　　　　九北陶芸協会 大村様
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※ ボラ協とは「ボランティア連絡協議会」の略称です。

ボ ラ 協 の 仲 間 紹 介

岡垣手話の会
活 動 日：毎週火曜日
活動場所：東部公民館
活動内容：  聴覚障がい者との交流、

行事などの手話通訳
団体人数：21 人

手話にも方言が
あること知ってる？
詳しい内容は、
手話の会の研修で…

　私たちは、手話が“ろう者のことばで
ある”という認識のもとに理解を深め、
交流の中で文化・歴史などを学び、地域
で手話を学んでいます。
　主な活動として、町や社会福祉協議会
などが主催する事業での手話通訳を行い、
会の恒例行事としては「バーベキュー大
会」や「新年交流会」を通して楽しく交
流を深めています。
　ろう者・初心者・年齢・性別を問わず、
みんなで一緒に楽しく学び、手話を通し
てのふれあい交流に、気軽に参加してみ
ませんか？あなたの参加をお待ちしてい
ます。

やってみようよ！

ボランティア
岡垣ボラ協だより

次号は、「囲碁・将棋の会」を紹介します。

１３２　号

みんなで手話の
研修中！

社協の事業での
手話通訳

今年もみんなで力を合わせて！
　みなさん、あけましておめでとうございます。
日頃からボランティア連絡協議会 10 団体を応援して
いただき、ありがとうございます。
　昨年は、やまびこの会の名島國夫さんが緑綬褒章
を受けられ、みんなで喜びを分かち合いました。
　今年も、名島さんに “追いつけ、追い越せ！” で
みんなで協力して、それぞれやりがいをもってボラ
ンティア活動を楽しみたいと思っています。
　さぁ、あなたも…

やってみようよ！ボランティア！ 　編集委員の佐々木です。
　新たな年を迎え、何か目標をたてましたか？
新しいことにチャレンジしてみたい！と考え
ている方もいると思います。

　私のオススメは、もちろんボランティア活
動です。今年も 10団体それぞれが、どんな年
になるかなぁとワクワクしています。

　一緒に楽しく活動してみませんか？

　私の目標は、今年もおなかいっぱ
いボランティアを楽しむことです！
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ずっと安心をあなたへ
学習ボランティア募集

　岡垣町は、平成26年10月現在で高齢化率が29.5％に達し、
ひとり暮らし高齢者は約2,000世帯となっています。国の高齢
者人口がピークに達する平成37年には、高齢化率が約35％ま
で上昇し、およそ３人に１人が高齢者になると見込まれます。

　社会福祉協議会では、死後を託すべき人がいな
いなどの不安を持ち、町内に居住しているおおむね
65歳以上の高齢者、障がい者に対して、定期的な
見守りや入退院時の支援に加え、葬儀や家財処分
などの死後事務を行う「ずっと安心プラン事業」を
計画しています。

◆ ◆ 個別説明会を開催します ◆ ◆

【問い合わせ】

社会福祉協議会
☎ 283-2940

【 第１回 】
２月21日(土)

　　時間 14時から
　　場所 いこいの里

【 第２回 】
２月28日(土)

　　時間 14時から
　　場所 いこいの里

障がい者クリスマス交流会

母子家庭・父子家庭の児童の学習支援

　昨年の 12 月 14 日、障がい者や家族、ボラン
ティア団体等の総勢 185 人がすぱーく岡垣に集い
ました。
　第１部ではもちつき、第２部ではダンスや歌を
楽しみ、サンタクロースが登場すると、会場から
歓声が上がりました。

活動：学校授業の補習などの学習支援
　　　児童の進路相談などの対応
対象：小学生・中学生
場所：岡垣町東部公民館
時間：毎週木曜日　小学生 17時～ 19時
　　　　　　　　　中学生 18時～ 20時
資格：必要ありません
備考：交通費支給、ボランティア保険加入

【申込み】福岡県母子寡婦福祉連合会
　　　　　☎０９２-５８４-３９２２

≪死後事務委任契約≫
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